
令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
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Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業
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公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ（B.LEAGUE）



令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告①：事業の全体概要】

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業

構成団体

事業のターゲット

実施フィールド（地
域）

長崎県（離島４島）、千葉県、静岡県

①：長崎ヴェルカ…地理的制約のある地域に対してのデジタルコンテンツの有効性（離島）
②：千葉ジェッツ…汎用性・他競技へのモデル実証（ダンスコンテンツ）
③：ベルテックス静岡…部活動の地域展開

事業ターゲット

■ターゲットのスポーツ実施を促すためのポイ
ント

事業の背景

事業内容（要約）

■本事業のターゲット像

①子供・若者

ソフトバンク株式会社
ｺﾝｼｭｰﾏ事業推進統括ｻｰﾋﾞｽ企画本部ｺﾝﾃﾝﾂ推進統括部

本事業の狙い・実施概要

・スポーツ界におけるDX

・部活動の地域展開（教員の働き方改革）
・体験格差拡大（地理的制約、生徒数減少、貧困問題）年齢 6～15歳（小学生、中学生）

性別 男女問わず

居住エリア 地理的制約のある過疎地域（離島等）

嗜好 バスケットボール競技者
チアダンス、ブレイキン

追加・拡大 将来的な他地域や他地域課題/社会課題への横展開
や波及効果を目指し、ダンス等でも効果検証

阻害要因を排除し、
スポーツ実施を促すためのポイント

・オンライン指導により地理的制約を排除した機会の提供
・ICTを活用した練習環境（運動機会）の創出
・専門家の指導による練習の質の向上
→上記による競技イメージやモチベーションの維持/向上

阻害要因

・地理的制約のある過疎地域
・競技者や指導者の少なさに伴う機会損失、モチベーション低下

B.LEAGUE

Bクラブ
・長崎ヴェルカ
・千葉ジェッツ

・ベルテックス静岡

対象者

事務局
クラブ連携

ソフトバンク
株式会社

コンテンツ提供 撮影協力等

事業実施

■想定される効果）

• バスケットボールの練習の質の向上
• バスケットボール実施の意欲の向上
• バスケットボールのイメージ向上
• バスケに限らずスポーツ実施意欲が高まり
• バスケからの離脱・引退を踏みとどまらせる効果

ソフトバンク株式会社のAIデジタル技術「AIスマートコーチ」のアプリケーションを活用し、
Bリーグ所属の下記３クラブと連携。各クラブ事にテーマを設け、より誰もが気軽にスポーツに親
しめるようデジタルコンテンツ活用した阻害要因解消に向けた実証実験を実施した。

■副次効果検証

• 教育機会の是正
• （教員・指導者）部活動の地域展開への効果検証
• 横展開・汎用性等のモデル性の証明
Ｌバスケットボールだけでなく他競技での挑戦
（ダンス・ブレイキン）



事業実施内容

令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告②：実施内容】

▼長崎ヴェルカ TIP OFF（11/04 対馬）

▼長崎ヴェルカ TIP OFF（11/24 五島、上五島）

▼長崎ヴェルカプログラム実施（12月）

▼長崎ヴェルカ TIP OFF（11/22 壱岐）.

長崎ヴェルカ

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業

• 地理的制約のある地域に対して、デジタルコンテンツを用いることでの有効性を実証。
L指導者不足地域に対して、プロバスケットボール選手による指導機会を提供。

• オンライン指導による地域格差解消（物理的な距離※離島、過疎地区）や教育機会の提供に繋がった。



事業実施内容

令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告②：実施内容】

千葉ジェッツ

▼千葉ジェッツ撮影（10/25 船橋） ▼千葉ジェッツ（効果検証 1/18 ）

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業

• 本事業における横展開・汎用性・モデル性を証明するため“ダンス”コンテンツにも挑戦
• サブテーマとして、経済的理由など貧困家庭で習い事ができない子どもたちへの機会提供にも取り組んだ。



事業実施内容

令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告②：実施内容】

ベルテックス静岡

▼静岡ベルテックス撮影（12/5 静岡）

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業

• 部活動の地域展開での、指導者負担の軽減や・日常的な練習機会（教育機会）の確保を目指した効果検証を行った。
• 部活日数減に対してのリカバリーや、自宅での練習機会（日常生活での運動）の頻度向上につながる結果となった。
• 全員が集まる練習機会が少なく共通の振り付けを覚える必要がある「ブレイキン」（ダンス）では、有効な指導教材として効率化に繋がった。

▼動画完成後）アプリ画面

▼全体練習時に、骨格診断で細かい動作確認を行う様子

▼成果報告の場では約2,400人の観衆の前でパフォーマンスを披露

年末年始の活動休み期間に
自宅のスマホで自主練習に励み、振り付けを完璧に覚えた



広報展開（募集・事業周知）

令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告③：広報展開（募集・事業周知）】

▼長崎ヴェルカ

＜B.LEAGUE＞
⑧プレス／WEBニュース
（AIを活用し子どもたちのスポーツ環境の地域格差を解消「B-RAVE ONE Remote Coaching」実施のお知らせ）

＜SoftBank＞
⑨プレス／WEBニュース（スポーツDXで地域格差の解消を目指す「B-RAVE ONE Remote Coaching」を実施 ）

＜長崎ヴェルカ＞
⑩プレス（ 「B-RAVE ONE Remote Coaching」実施のお知らせ）

⑧ ⑨

▼長崎テレビ ▼長崎新聞

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業

https://www.bleague.jp/news_detail/id=443454
https://www.softbank.jp/corp/news/press/sbkk/2024/20241210_01/


広報展開（募集・事業周知）

令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告③：広報展開（募集・事業周知）】

▼千葉ジェッツ

＜B.LEAGUE＞
①プレス／WEBニュースス（「B.LEAGUE ALL-STAR B.Hope ACTION 2025 IN FUNABASHI」 実施のお知らせ）
②Bリーグオールスター特設サイト（「りそなグループ B.LEAGUE ALL-STAR GAME」特設サイトへの概要掲載）

③船橋市内の全小中学校へチラシを配布（約3万部）
④船橋市内の一人親家庭へ案内（約2000世帯）
⑤SNS発信

B.LEAGUE公式X：https://x.com/B_LEAGUE/status/1864558406906073501
B.Hope公式X：https://x.com/b_league_hope/status/1863740998922432763?s=46

＜SoftBank＞
⑥WEBニュース（【B.LEAGUE連携】STAR JETS出演の「チアダンス」コンテンツを配信！）
⑦SNS発信

AIスマートコーチ公式X：https://x.com/aismartcoach_jp/status/1862332965780680968?s=46

③ ④⑦⑥

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業

https://www.bleague.jp/news_detail/id=442552
https://www.bleague.jp/all-stargame2025/b-hope/
https://x.com/B_LEAGUE/status/1864558406906073501
https://smartcoach.mb.softbank.jp/lp/news/2411291200.html
https://x.com/aismartcoach_jp/status/1862332965780680968?s=46


広報展開（募集・事業周知）

令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告③：広報展開（募集・事業周知） 】

▼ベルテックス静岡

①B.LEAGUE リリース https://www.bleague.jp/news_detail/id=443798
②ベルテックス静岡HP https://veltex.co.jp/news/detail/id=47689
③静岡市内＿参加生徒募集チラシ

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業

①

②

③



令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告④：効果検証・分析】

効果検証の方法と結果 結果に基づく要因の分析（仮説検証）

対象 • 本事業参加者全員（任意）

調査手法 • アンケート調査

調査タイミング • AIスマートコーチ等の指導の後に実施

調査項目

• 本事業の、バスケットボールに触れる機会としての適切さ
• 本事業が練習の質の向上に対して寄与している度合い
• バスケットボールをしていた元々の頻度
• 本事業を通してのバスケットボール実施に対する意欲の変化
• バスケットボールに対するもともとイメージ
• （他スポーツと比較した機会の違いや、取り組みやすさなど）
• 本事業を通してのバスケットボールに対するイメージの変化

アンケート回答者の約8割が
「バスケに費やす時間が増えた」「アプリや動画を通して学びが増えた」
「バスケに取り組むモチベーションが増えた」と回答。

【離島中学生（Aくん）】
「AIスマートコーチを使って高比良選手にシュートフォームのアドバイスを聞いて修正したら、フ
ォームが綺麗になってシュートも結構入るようになった。離島に帰ってもっとスキルアップして、
県中総体や県中新人戦に向けて役立てるように、シュートをたくさん決められる練習をして、高
比良選手からもらったアドバイスもとに練習していきたいと思う。」

【離島中学生（Bくん）】

「AIスマートコーチで先生に動画を撮ってもらい、高比良選手に送ってもらいました。返ってきた
アドバイスを聞いて練習では良くなったけど、試合ではまだまだなので、五島に帰ってたくさん
練習して、試合でも綺麗なフォームでシュートできるようにしたい。自分だけでなくて周りの1年
生にも教わったことを伝えて、チームに浸透していけばいいチームになると思うので、自分だけ
でなくアドバイスを教えてあげたいと思う。」

長崎ヴェルカ

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業



令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告④：効果検証・分析】

効果検証の方法と結果 結果に基づく要因の分析（仮説検証）

対象 • 本事業参加者全員（任意）

調査手法 • アンケート調査

調査タイミング • AIスマートコーチ等の指導の後に実施

調査項目

• チアダンスやスポーツ等、身体を動かすことに興味を持ったか
• 「AIスマートコーチ」のチアダンスコンテンツで練習を行ったか
• 動画と比較した、AI骨格解析使用時の使いやすさ/操作性
• チアダンスや他スポーツにを継続したいか

千葉ジェッツ

回答者の約8割が、
AIスマートコーチやコンテンツ動画に満足。
また全員が「身体を動かすことに興味を持った」
「今後も続けていきたい」と回答。
選手と触れ合うイベントに参加し人生の中で一番楽しかったという
コメントあり。（オンライン中心での運動習慣➠選手との交流とい
うオフラインでの感動経験）

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業



令和６年度Sport in Life 推進プロジェクト
(スポーツ人口拡大に向けた取組モデル創出事業)

【事業報告④：効果検証・分析】

効果検証の方法と結果 結果に基づく要因の分析（仮説検証）

対象
• 本事業参加者全員（任意）
• 指導スタッフ全員（任意）

調査手法 • アンケート調査

調査タイミング • AIスマートコーチ等の指導の後に実施

調査項目
• 使いやすさ、操作性について
• 改善点について
• 遠隔操作について

ベルテックス静岡

代表団体名：公益社団法人ジャパン・プロフェッショナル・バスケットボールリーグ
（B.LEAGUE）

事業タイトル：Bリーグ×AIスマートコーチ バスケ競技者支援事業

■2/22成果報告会後、指導者及び利用者にヒアリングを実施

（指導者）
・遠方の参加者同士で、共通の動画を見て振り付けを覚えるダンス競
技とデジタル（AIスマートコーチ）の相性は良い。
・足の動きや向きを矢印で表すエフェクトがつけば、もっと活用できそう。
・ブレイキンをもっとメジャーにする競技発展にも寄与できそう。

（利用者_中学生）
・かなりの利用頻度で使用した。（全体練習は週1回しかない）
・自身の動きとのズレ（特に手足の上がり方）を比較出来るので、踊りを
覚えること助かった。 ※生徒はブレイキン初心者
・点数は最大70点後半まで出た。
・動画がもっとあれば、フリだけででなく他の技にも挑戦したかった。
（もっとやってみようという気持ちがあった。）
・自主練で振り付け練習してきて、先生が褒めてくれることが嬉しかった。

■利用者のモチベーション向上

AIスマートコーチにより
自宅での自習環境が整う
↓
精度の高い自主練
（客観的なAIによる評価）
↓
成熟度の向上
↓
全体練習での成果発揮
↓
指導者からのFB（褒める）
↓
運動モチベーションの向上

■指導者の指導効率化

AIスマートコーチにより
自宅での自習環境が整う
↓
全員が共通の指導教材を共有
（AIによる指導内容の標準化と質の
向上）
↓
デジタル活用による時間や場所を
選ばない柔軟な練習環境
↓
自習性を育む点数評価
↓
指導者の負担削減・指導効率化

アンケートとヒアリング結果に
より、以下のサイクルが判明。

ブレイキン（ダンス）競技での、デジタル活用（AIスマートコーチ利用）では、
利用者の練習モチベーション（日常的な運動意欲）が高まり、指導者の指
導効率化に繋がる結果となった。
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